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大規模な農作物生産を行う太陽光植物工場の環境調節は、コンピュータを
ベースにした自動制御システムが担っている。しかしながら、各環境因子の
制御目標値の設定は、依然として人間（栽培管理者）の目視による植物体の
観察に基づいて行われており、自動制御システムの能力を十分に発揮でき
ているとは言い難い。本シンポジウムでは、人間の力では把握不可能なレベ
ルのわずかな環境応答を検知する高精度植物生体情報計測技術について
紹介し、高時間分解かつ高空間分解の次世代環境制御技術開発の可能性
を示す。 

太陽光植物工場の 
高精度環境調節を可能に
する植物生体情報計測 
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